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Abstract.   Two species of Cynipoidea, i.e., Diplolepis japonicus and Ibalia japonica, were collected using 

Malaise traps in the Imperial Palace, Tokyo. The former is recorded from Tokyo Metropolitan Prefecture for the 

first time. 
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は じ め に 

 現生のタマバチ上科は，ゴール（gall）を形成す

る，あるいはそれに住み込み寄生をする植食性の

タマバチ科と，他の昆虫に寄生する捕食寄生性の

四つの科から構成される（Ronquist, 1999）．皇居

の動物相調査の一環として膜翅目昆虫についても

調査がなされ，マレーズトラップによって採集さ

れたタマバチ上科の標本を同定する機会が筆者に

与えられた．前回，皇居で1996から1998年にかけ

て行われた同様の調査では，ヒラタタマバチ科の

ニホンヒラタタマバチ Ibalia (Tremibalia) japonica 

Matsumura, 1912が１♂記録されただけであった

（小西・前藤， 2000）．今回の調査で得られたタ

マバチ上科について報告するとともに，それらの

生物学的情報についても，前回と同様に簡潔に記

述する． 

材料および方法 

 皇居においてマレーズトラップで採集されたタ

マバチ上科の乾燥標本を実体顕微鏡下で観察して

同定した． 

結果と考察 

ヒラタタマバチ科 Ibalidae 

ニホンヒラタタマバチ Ibalia (Tremibalia) 

japonica Matsumura, 1912 

   道灌新道：１♀ (25. v.–1. vi. 2010 ) 

 

本種は前回の調査でも採集されていた（小西・前

藤，2000）ので，皇居に定着していると考えられ

る．ヒラタタマバチ科の寄主は木本を食べるキバ

チ科の幼虫である（Ronquist, 1999）ことから，皇

居内の森林が本種の生息を可能にしているのであ

ろう．本種は明治神宮でも採集されている（渡辺，

2013）ので，東京都内の森林が保存されている地

域に広く棲息すると考えられる． 
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タマバチ科 Cynipidae 

ニホンノイバラタマバチ Diplolepis japonicus 

(Walker), 1874 

 道灌新道：１♀ (13. iv.–20. iv. 2010) 

Yasumatsu & Taketani (1967)および湯川・桝田

(1996)によれば，本種の生活環は以下のとおりで

ある．春，ノイバラの新梢先端部の芽に雌成虫は

産卵する．やがて金平糖のような形をしたゴール

が主に葉に形成され，成熟したゴールは入梅の頃

から地面に落下する．地上のゴール内で夏，秋，

冬を過ごし，翌春，本種の成虫が羽化・脱出して

くる． 

本種は河川敷のような開放的な環境下のノイバ

ラにゴールを形成することが多い．本種の地理的

分布は局所的である．皇居においては，人手の入

る明るい環境のノイバラに依存していると推察さ

れる．本種成虫の性比は雌に偏っており，雄成虫

の割合は3パーセントで，雌成虫は同種の雄成虫と

出会っても関心を示さず，交尾せずに産卵するこ

とが知られている（Yasumatsu & Taketani, 1967）．

ヨーロッパ産の同属種 Diplolepis rosae (L.)でも雄

成虫の割合は低く（Askew, 1984），この種では

Wolbachia という細胞内共生微生物の感染により

性比が雌に著しく偏ると推察されている（Plantard 

et al., 1999）． 
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